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Objective
　This study focused on students who eat breakfast everyday, and examined the association between the 

breakfast pattern and dietary intakes.

Method

　This study was a secondary data analysis of the Sakado “Shokuiku” study. Self-administered questionnaire 

and BDHQ10y were conducted to 5th grade students in all 13 elementary schools in Sakado city in 2006 

and 2007. Among the subject of this study （n=1,265）, 1,152 students （621 boys and 531 girls） with valid 

responses were analyzed. Students were divided into four groups based on frequencies of dish consumption 

at breakfast using two criteria; 1） total frequency of staple dish consumption /week, 2） number of dish 

consumed four times or more /week, among main dish, side dish, milk and dairy product, and fruit. The four 

groups were: eating staple dish 7 times and 2 or more dishes, eating staple dish 7 times and 1 dish, eating a 

staple dish 7 times, and eating staple dish less than 7 times. ANCOVA was performed to compare food and 

nutrient intake among the four groups, adjusted for physical activity status, degree of obesity, and mother’s 

employment status. Bonferroni’s multiple comparison and trend test were also examined. 

Results

　Boys and girls in “eating staple dish 7 times and 2 other dishes” group reported higher intakes of f ish, 

vegetable, protein, calcium, iron, vitamins and f iber than other groups.

Conclusions

　Among the students who eat breakfast everyday, those who eat staple dish and two or more other dishes 

at breakfast tend to report better food and nutrient intakes.
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 I . 緒　言

　子どもたちが健やかに成長していくためには, 適切な

運動や食事, 十分な休養・睡眠が重要である1）
 と言われ

ている。しかし, 子どもたちを取り巻く環境の変化によ

り生活習慣の乱れがみられる。朝食摂食頻度に関する先

行研究では, 朝食を食べる児童・生徒は, 食べない児童・

生徒よりも, 生活習慣, 健康状態, 食知識・食態度・食

行動などが望ましい2-7）との報告や, 朝食摂食頻度が低

い者の方が, 間食の摂取量が高い8） といった報告がある。

　国内では, 朝食摂食を含む基本的生活習慣の確立や生

活リズムの向上のために, 文部科学省を中心に 「早寝, 

早起き, 朝ごはん運動」9）が平成18年から実施されてきた。

また, 朝食欠食率の減少は, 国の食育推進基本計画10）の具

体目標にも取り上げられており, 学校の食に関する指導

の題材としてもしばしば取り上げられている。平成28～

29年度児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書11）

によると, 朝食を「ほぼ毎日食べる」と回答した小学 5, 

6 年生は男子96.6％, 女子96.5％, 中学生の男子で93.7％, 

女子で93.0％と, 小学校高学年, 中学生共に 9 割以上の児
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童・生徒が毎日朝食を食べていることが報告されている。

一方, 同調査結果11） より, 質問紙調査にて, 朝食で主に

食べるものとして, 全体では「主食のみ」と答えた者の

比率が最も高く, 男子28.0％ , 女子28.8％であった。次

いで, 「主食＋主菜＋副菜」と答えた児童生徒は, 全体の

約 4 分の 1 であった。従って, 朝食を毎日食べていて

も, その食事内容には問題を有する児童生徒がいること

が推察される。このことから, 児童・生徒の朝食の食事

内容についても把握する必要がある。

　朝食の食事内容に着目した先行研究として, 海外では

Ready-to-eat cereal （RTEC） という低脂肪で複合糖質を

含み, ビタミン, ミネラルが強化されたシリアルを用い

た米国の研究がある。RTEC を含んだ朝食を摂食して

いる小学生は, RTEC を含まない朝食を摂食している者

よりも炭水化物, 砂糖, 食物繊維, ビタミン類の摂取量

が多いことが報告されている12）。

　国内では, Sasaki ら13）
 や Sugiyama ら14） による朝食の

主食の違いに着目した研究がある。一週間の朝食でパン

よりもごはんを食べる回数が高い者ほど, 中学生では魚

類, 貝類, 野菜類の摂取量が多い13） こと, また, 女子大

生では, たんぱく質, 鉄, ナトリウム, カリウム, ビタミ

ンC, 食物繊維, n-3 系多価不飽和脂肪酸などの栄養素摂

取量が多く, 飽和脂肪酸摂取量が少ないこと13）
 が報告さ

れている。さらに中学生については, 朝食に調理済み食

品を食べる頻度が低い者ほど, 魚類, 貝類, 野菜類の摂

取量が高いこと14）
 が報告されている。これらは朝食の一

部に着目しており, 朝食の食事内容全体の検討はされて

いない。また, 林ら15）
 は, 小学生の朝食における「主食」

「主菜」「副菜」の摂食状況に着目し, 主食, 主菜, 副菜

をそれぞれ週 5 日以上食べている児童は, それ以外の児

童よりも, インスタント麺や甘味飲料の摂取頻度が低い

ことを報告しているが, 食事調査による習慣的な食物摂

取状況との関連は検討していない。

　以上のように, 朝食の食事内容全体と習慣的な食物摂

取状況との関連を検討した先行研究は, 著者らの知る限

りみられない。朝食を毎日食べることだけでなく, 朝食

にどのような料理を組み合わせて食べることが, 児童・

生徒にとって望ましい習慣的な食物摂取状況につながる

かを明らかにすることは, 朝食の食事内容についての指

導を実施する上で, 有用な基礎資料となり得る。

　そこで本研究は, 「朝食を毎日食べる」児童に焦点を

あて, 朝食における各料理・食品（主食, 主菜, 副菜, 牛

乳・乳製品, 果物）の摂食頻度により分類した朝食パター

ンと, 習慣的な食物摂取状況の関連を検討することを目

的とした。なお, 朝食を 1 日でも食べない日がある児童

は, 朝食そのものを食べないことが, 習慣的な食物摂取

状況の全体量に影響する16, 17）
 ことが報告されている。し

たがって, 本研究では「朝食を毎日食べる」児童のみを

研究対象にすることとした。本研究では小学 5 年生児童

を対象に検討を行った。その理由は 2 点ある。1 点目

は, 小学校高学年から中学生にかけては, 生活習慣の変

化がみられ, 特に朝食欠食は増加傾向となるので対策が

必要な時期である。2 点目は, 小学校学習指導要領18）
 に

おいて, 家庭科で一食分の献立を考える単元がある。そ

の中で栄養のバランスや調理時間などを考慮して朝食づ

くりの計画を立て調理実習をしたり, 家庭で実践したり

する学習の機会があり, 食育の面から働きかけやすい学

年であるためである。

 II . 目的と方法

 1 . 対象者及び調査方法

　本研究は, 2006年度から埼玉県坂戸市と女子栄養大学

が協働で実施している「坂戸市の児童生徒の健康ならび

に食生活の向上を目指した食育プログラム」（以下, 坂

戸「食育」スタディ 
19））の一環として行われた調査デー

タを二次利用し, 本研究の目的に合わせて解析した。

　本研究で二次利用した調査データは, 2006, 2007年度

に坂戸市内全13小学校に在籍する 5 年生1,752名（2006年

度820名, 2007年度932名）のうち, 1,553名から保護者の

同意が得られ, そのうち1,550名（男子828名, 女子722名）

から調査票が回収された（在籍数に対する回収率

88.5％）。調査の実施方法の詳細については, 同一データ

を用いた先行研究20） を参照されたい。

　本研究は, そのうち, 後述する 2 種類の調査票が揃い, 

児童自身で回答し, 朝食摂取状況および朝食の食事内容

に関する質問に不備がなく, かつ朝食を「週 7 回」食べ

ると回答した有効回答1,265名（男子684名, 女子581名）

を対象とした。

 2 . 倫理的配慮

　本調査への同意の有無は, 事前に調査の主旨, 個人情

報保護等を明記した依頼文を担任から児童を通じて配布

してもらい, 保護者の署名による同意を得た。本研究

は, 香川栄養学園倫理委員会の審査・承認を得て実施し

た（香倫委第235号）。

 3 . 調査内容

　調査には, 健康・食生活に関する質問紙と, すでに妥

当性が明らかになっている, 小学校高学年用簡易型自記

式食事歴法質問票（Brief-type self-administered diet history 

questionnaire for 10-years old; BDHQ10y）21） の 2 種類が用

いられた。

　 1） 健康・食生活に関する質問紙

　過去 1 か月間の児童の健康状態, 生活習慣, 食知識, 

食態度, 食行動, 食環境の認知等に関する75項目のう

ち, 本研究では, 以下の項目を用いた。

　朝食パターンを分類するために, 次の 8 項目を用い

た。朝食摂食回数は, 「あなたは週に何回朝食を食べて

いますか」という問に対し, 「 0 回」, 「 1 回」, 「 2 回」, 「 3

回」, 「 4 回」, 「 5 回」, 「 6 回」, 「 7 回」の 8 肢で回答を求

めた。「朝食に各料理（主食, その他の料理）を週に何

回食べましたか」も同様の 8 肢で回答を求めた。各料理
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とは, 主食は, ごはん, パン, めん類, コーンフレーク

の 4 項目である。さらに, その他の料理は, 「ハム, ソー

セージなどの肉類, 魚, たまご, 大豆などを使った料理」

（以下, 主菜）, 「野菜, きのこ, いも, 海藻類などを使っ

た料理」（以下, 副菜）, 「牛乳・乳製品」, 「果物」, の 4 項

目である。これら 4 項目は, 食事バランスガイド22） の分

類に準じた。

　さらに, 対象者の特性を把握するために次の10項目を

用いた。朝食摂食に関する本人の要因として, 朝食時の

食欲, 起床・就寝時刻を用いた。朝食の食欲は「朝は食

欲がありますか」という問いに対し, 「いつもある」か

ら「ほとんどない」の 4 段階の順序尺度で回答を得た。

平日・休日の起床時刻, 就寝時刻は自由回答により記述

してもらい, カテゴリー化した。運動の頻度は, 「学校の

体育の時間のほかに, 何か体を動かす運動をしています

か」という問いに対し, 「ほぼ毎日」から「ほとんどない」

の 5 段階の順序尺度で回答を得た。家族構成は, 児童自

身を含めた家族の人数及び同居家族について尋ね, 家族

の人数, きょうだいの人数を把握した。母親の就労状況

については, 6 肢より回答を求め, 「あり」「なし」の 2 肢

にカテゴリー化した。朝食の調理担当者については, 「朝

食は主に誰が作っていますか」という問いに対し, 8 肢

で回答を求め, 4 肢にカテゴリー化した。

　2） 食事調査

　BDHQ10y より算出された 1 日当たりの総エネルギー

摂取量, 食品摂取量, 栄養素摂取量を用いた。算出され

た食品摂取量について, 成人用 BDHQ の妥当性を検討

した Kobayashiら23） の先行研究に準じ, 穀類, いも類, 砂

糖類・菓子類, 豆類, 野菜類（きのこ, 海藻を含む）, 果

実類, 魚介類, 肉類, 卵類, 乳類, 油脂類, 飲料類に分類

し, 各食品群別摂取量を算出した。栄養素摂取量は, 学

校給食実施基準24） に沿って選定し, 12種類を解析に用い

た。

　 3） 身体計測値

　身長および体重は, 調査実施年の 9 月に各校で行われ

た学校健康診断結果を用いた。肥満度は, 学校保健統計

調査25） に基づき, 性別・年齢別・身長別標準体重より, 肥

満度を算出した。

 4 . 解析対象者

　本研究の対象者1,265名のうち, 共変量とする運動の

頻度, 肥満度, 母親の就労状況の回答に不備のあった37

名, BDHQ10y において算出されたエネルギーから極度

な過小・過大申告の可能性が高いと考えられた76名, 計

113名を除外した。なお, BDHQ10y の除外基準は, BDHQ

の開発者である佐々木らの方法26） に従い, BDHQ10y か

ら得られたエネルギー摂取量が日本人の食事摂取基準

2015年版における身体活動レベル I の推定エネルギー必

要量の0.5倍以上または, 身体活動レベル III の推定エネ

ルギー必要量の1.5倍未満の範囲内に入っていない者

を, 過小・過大申告の可能性高い者とみなす方法を用い

た。最終的な解析対象者は, 1,152名（男子621名, 女子

531名）であった（在籍数に対する適格率65.8％）。

 5 . 解析方法

　 1） 朝食パターンの群分け（図 1 ）

　本研究では, 児童の朝食における料理の 1 週間当たり

の摂食回数を用いて「朝食を毎日食べる」児童の朝食パ

ターンの群分けを行った（図 1 ）。まず, ①主食の 4 項目

図 1　朝食パターンによる群分け

解析対象：朝食を「週7回」食べていると回答した有効回答者
1,152名（男子621名、女子531名）

「朝食に主食を週何回食べましたか？」
（ごはん、パン、めん類、コーンフレークの4項目の合計回数）

合計週7回以上 合計週7回未満

「朝食にその他の料理を週何回食べましたか？」
（主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物の4項目のうち、
週4回以上食べると回答した料理の品数）

2品以上 1品 0品

a.

主食毎日・
料理多群

男子：248 (39.9)
女子：173 (32.6)

b.

主食毎日・
料理少群

男子：183 (29.5)
女子：156 (29.4)

c.

主食のみ毎日群

男子：140 (22.5)
女子：142 (26.7)

d.

主食毎日未満群

男子：50 (  8.1)
女子：60 (11.3)

数値：人数(%)

①

②
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（ごはん, パン, めん類, コーンフレーク）の摂食回数の

合計が週 7 回以上, つまり毎日朝食に主食を摂食してい

ると考えられる児童と, そうでない児童に分けた。次

に, ②その他の料理 4 品目（主菜, 副菜, 牛乳・乳製品, 

果物）のうち, 摂食回数が週の半分以上, すなわち

週 4 回以上食べていると回答した料理の品目数を数

え, 2 品以上, 1 品, 0 品に分類した。

　この結果, 解析対象者を a. 主食毎日・料理多群, b. 主

食毎日・料理少群, c. 主食のみ毎日群, d. 主食毎日未満

群の 4 群に分類した。

　なお, 本研究では, 児童が具体的にどのような料理を

組み合わせて朝食を食べているかは, 把握できていな

い。

　 2） 統計解析

　対象者特性のうち, 身長, 体重, 肥満度については, 

Shapiro-Wilk 検定を用いて分布の正規性の確認を行っ

たところ, 正規性が認められなかった。従って, 身長, 体

重, 肥満度, ならびに順序尺度は Kruskal-Wallis 検定を行

い, 多重比較には Bonferroni の補正による Mann-Whitney

の U 検定を用いた（p＜0.005＝0.05/10）。名義尺度には

χ2
 検定, または Fisher の正確確率検定を行った。

　BDHQ10y より算出された食品群別・栄養素摂取量

は, 密度法によるエネルギー調整を行い, 解析に用いた。

さらに, BDHQ10yの開発者である佐々木らの方法26） に従

い, 歪度の絶対値が2.0以上であるものは観測値に 1 を加

えて対数変換を行い, 対数変換後の歪度の絶対値が1.0

未満になったものについては対数変換値の平均値を用い

て統計的検定を行った27）。朝食パターン別食品群別・栄

養素摂取量の検討には, 共分散分析は群間の平均値の差

を検定した後, Bonferroni 法により多重比較し, その後, 

調整平均値を用いた傾向性の検定を行った28）。共変量は

エネルギー産生栄養素と有意な関連がみられた, 運動の

頻度, 肥満度, 母親の就労状況とした。解析は全て男女

別で行い, IBM SPSS Statistics 19（日本アイ・ビー・エ

ム株式会社）を用い, 有意水準は 5 ％とした。

III. 結果

 1 . 朝食パターン別対象者の特性（表 1, 2 ）

　朝食パターン別の割合は, 男子は, a. 主食毎日・料理

多群248名 （39.9％）, b. 主食毎日・料理少群183名（29.5％）, 

c. 主食のみ毎日群 140名（22.5％）, d. 主食毎日未満群50

名（8.1％）だった。女子は, a. 主食毎日・料理多群173名

（32.6％）, b. 主食毎日料理少群156名（29.4％）, c. 主食の

み毎日群142名（26.7％）, d. 主食毎日未満群60名（11.3％）

だった。

　また, a. 主食毎日・料理多群内の料理パターンは, 全

部で11パターンあり, 多かったものは, 主菜＋乳製品が

男子は89名, 女子は28名, 主菜＋副菜＋乳製品＋果物が

男子は39名, 女子は21名, 主菜＋副菜が男子は29名, 女

子は24名であった。

　男女ともに朝食パターン別に身長, 体重, 肥満度, 平

日の起床時刻, 家族の人数, きょうだいの人数に有意差

は認められなかった。

　朝食の食欲は, 男子で有意差が認められ, a. 主食毎日・

料理多群と b. 主食毎日・料理少群が c.主食のみ毎日群, d. 

主食毎日未満群よりも「朝食の食欲がいつもある」と回

答した割合が高かった（p＝0.001）。

　生活リズムについて, 男子では, 休日の起床時刻（p

＝0.028）, 平日の就寝時刻（p＝0.024）, 休日の就寝時刻

（p＝0.001）で有意差が認められた。休日の起床時刻は, a. 

主食毎日・料理多群が c. 主食のみ毎日群よりも起床時刻

が早い児童の割合が高かった。平日の就寝時刻は, a. 主

食毎日・料理多群が b. 主食毎日・料理少群, c. 主食のみ

毎日群よりも, b. 主食毎日・料理少群が c. 主食のみ毎日

群よりも就寝時刻が早い児童の割合が高かった。休日の

就寝時刻は, a. 主食毎日・料理多群がそれ以下の群より

も, b. 主食毎日・料理少群が c. 主食のみ毎日群よりも就

寝時刻が早い児童の割合が高かった。

　女子では, 休日の起床時刻（p＝0.036）, 平日の就寝時

刻（p＝0.040）, 休日の就寝時刻（p＝0.018）で有意差が

認められ, a. 主食毎日・料理多群が b. 主食毎日・料理少

群以下の群よりも起床・就寝時刻が早かった。運動の頻

度は, 女子で有意差が認められ, a. 主食毎日・料理多群が

それ以下の群よりも運動する頻度が高かった（p＝0.001）。

母親の就労状況（男子 p＝0.040, 女子 p＝0.007）, 朝食の

調理担当者（男子 p＝0.001, 女子 p＝0.008）は男女とも

に有意差が認められた。

 2 . 朝食パターン別食品群別摂取量（表 2 ）

　男子では, a. 主食毎日・料理多群が b. 主食毎日・料

理少群や, それ以下の群より摂取量が有意に多かったの

は, 魚介類, 卵類, 野菜類, 果実類であった。さらに豆

類は, a. 主食毎日・料理多群及び b. 主食毎日・料理少群

が, c. 主食のみ毎日群, d. 主食毎日未満群より有意に摂

取量が多かった。これらのうち, 野菜類, 豆類では傾向

性の検定においても有意差がみられた。逆に, 穀類は a. 

主食毎日・料理多群よりもb. 主食毎日・料理少群, c. 主

食のみ毎日群の摂取量が有意に多かった。

　女子では, a. 主食毎日・料理多群が b. 主食毎日・料

理少群や, それ以下の群より摂取量が有意に多かったの

は, 魚介類と野菜類であった。そのうち, 魚介類では傾

向性の検定においても有意差がみられた。逆に, 穀類は

a. 主食毎日・料理多群, d. 主食毎日未満群よりも c. 主食

のみ毎日群の摂取量が有意に多かった。さらに, 肉類

は, a. 主食毎日・料理多群, b. 主食毎日・料理少群, c. 

主食のみ毎日群よりも d. 主食毎日未満群の摂取量が有

意に多く, 傾向性の検定においても有意差がみられた。

 3 . 朝食パターン別栄養素摂取量（表 3 ）

　男子では, a. 主食毎日・料理多群が, b. 主食毎日・料

理少群や, それ以下の群より摂取量が有意に多かったの

は, たんぱく質, 脂質, カルシウム, 鉄, レチノール当
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表 2　朝食パターン別　習慣的な食品群別摂取量

全体
a.

主食毎日・
料理多群

b.
主食毎日・
料理少群

c.
主食のみ毎日群

d.
主食毎日未満群

共分散分析

群間差§

多重比較‖ 傾向性の検定
¶

 

p 値 p 値

（男子） n＝621 n＝248 n＝183 n＝140 n＝50

穀類 253.5 ± 64.1 236.8 ± 59.7 262.0 ± 60.7 274.2 ± 70.5 244.6 ± 59.5 <0.001 a<b,c 0.15 

豆類 29.9 ± 17.1 33.5 ± 18.5 29.9 ± 18.6 26.4 ± 12.9 26.0 ± 13.3 <0.001 a,b>c,d <0.001

魚介類 37.1 ± 20.9 42.6 ± 23.3 35.8 ± 17.9 31.5 ± 15.4 34.6 ± 20.6 <0.001 a>b,c,d 0.23 

肉類 37.4 ± 18.8 38.7 ± 18.3 35.4 ± 15.8 35.9 ± 18.5 38.6 ± 19.9 0.52 

卵類 13.8 ± 9.4 16.1 ± 10.8 13.8 ± 8.8 11.3 ± 7.5 14.1 ± 10.0 <0.001 a>b,c 0.17 

野菜類†
124.7 ± 61.5 139.9 ± 58.0 122.0 ± 62.8 111.9 ± 56.5 114.8 ± 60.0 <0.001 a>b,c,d 0.002 

いも類 30.2 ± 15.1 32.3 ± 16.2 29.0 ± 13.3 28.9 ± 13.9 33.2 ± 21.8 0.48 

乳類 155.1 ± 72.0 160.3 ± 70.2 160.3 ± 73.2 149.4 ± 74.6 136.5 ± 60.1 0.22 

果実類‡
70.2 ± 63.5 80.3 ± 58.0 65.9 ± 56.0 54.2 ± 60.8 68.9 ± 50.9 0.008 a>b,c 0.087 

油脂類 7.5 ± 3.0 7.7 ± 2.7 7.3 ± 3.0 7.2 ± 3.0 8.0 ± 3.2 0.63 

砂糖・菓子類 41.7 ± 29.9 43.0 ± 27.9 39.7 ± 29.9 42.3 ± 29.6 47.9 ± 34.9 0.54 

飲料類 304.8 ± 204.0 297.5 ± 178.9 287.8 ± 197.3 334.4 ± 226.1 308.3 ± 197.1 0.47 

（女子） n＝531 n＝173 n＝156 n＝142 n＝60

穀類 231.9 ± 59.3 225.5 ± 53.8 232.0 ± 59.0 238.4 ± 55.9 217.2 ± 54.0 0.023 a,d<c 0.82 

豆類 31.9 ± 17.8 36.7 ± 19.7 30.8 ± 17.3 31.4 ± 18.4 28.6 ± 12.8 0.084 

魚介類 36.5 ± 21.4 41.2 ± 22.8 34.0 ± 17.0 36.1 ± 20.5 32.0 ± 19.6 0.019 a>b,d 0.038

肉類 37.8 ± 18.7 38.0 ± 15.3 38.0 ± 18.8 36.2 ± 16.4 46.4 ± 24.3 0.002 a,b,c<d 0.039

卵類 15.9 ± 10.7 17.1 ± 10.9 15.3 ± 11.3 15.6 ± 10.2 17.2 ± 9.9 0.83 

野菜類†
134.7 ± 59.6 151.9 ± 59.1 130.2 ± 58.3 129.1 ± 52.8 136.4 ± 66.5 <0.001 a>b,c,d 0.057

いも類 32.0 ± 16.2 33.0 ± 15.5 32.9 ± 18.0 31.0 ± 14.9 34.6 ± 18.5 0.35 

乳類 142.5 ± 67.1 142.8 ± 53.2 143.3 ± 71.7 134.5 ± 65.5 155.1 ± 89.3 0.12 

果実類 86.3 ± 70.8 93.9 ± 67.7 82.8 ± 65.4 80.6 ± 69.1 83.3 ± 76.9 0.20 

油脂類 8.0 ± 3.0 8.0 ± 2.8 8.0 ± 3.1 8.2 ± 2.9 8.2 ± 2.4 0.92 

砂糖・菓子類 48.8 ± 30.9 47.7 ± 26.8 50.8 ± 31.5 51.8 ± 31.8 48.4 ± 36.6 0.54 

飲料類 342.6 ± 224.4 314.4 ± 191.2 377.9 ± 220.3 360.8 ± 250.7 340.1 ± 267.9 0.068 

数値：平均±標準偏差, 単位：g/1,000 kcal
†野菜にはきのこ、海藻を含めた。
‡統計的検定の際には、対数変換後の数値を用いた。
§群間差の検定は、「運動の頻度」、「肥満度」を共変量、「母親の就労状況」（就労している＝1、就労していない＝0）を固定因子として投入し
た共分散分析を行った。
‖多重比較はBonferroni法を用い、「>」の向きは、摂取量の大小を示す。
¶調整平均値を用いた傾向性の検定を行った。

表 3　朝食パターン別　習慣的な栄養素等摂取量

全体
a.

主食毎日・
料理多群

b.
主食毎日・
料理少群

c.
主食のみ毎日群

d.
主食毎日未満群

共分散分析

群間差‡

多重比較§ 傾向性の検定
‖

 

p値 p 値

（男子） n＝621 n＝248 n＝183 n＝140 n＝50

エネルギー kcal 2,031 ± 602 2,225 ± 619 1,961 ± 522 1,883 ± 585 1,944 ± 596 

たんぱく質 E％ 14.9 ± 2.6 15.6 ± 2.6 14.7 ± 2.4 14.1 ± 2.1 14.4 ± 2.7 <0.001 a>b,c,d 0.027 

脂質 E％ 27.3 ± 4.9 27.9 ± 4.6 26.8 ± 4.9 26.4 ± 5.3 27.8 ± 4.7 0.033 a>b,c 0.58 

炭水化物 E％ 56.6 ± 6.6 55.4 ± 6.2 57.2 ± 6.4 58.0 ± 6.6 56.6 ± 6.5 0.004 a<b,c 0.15 

食塩相当量 g/1,000 kcal 5.8 ± 1.2 5.9 ± 1.2 5.8 ± 1.2 5.7 ± 1.2 5.7 ± 1.5 0.29 

カルシウム mg/1,000 kcal 365 ± 97 388 ± 92 367 ± 92 342 ± 101 346 ± 91 <0.001 a>b,c,d 0.007 

鉄†
mg/1,000 kcal 3.8 ± 0.9 4.1 ± 0.8 3.7 ± 0.8 3.5 ± 0.8 3.6 ± 0.9 <0.001 a>b,c,d <0.001

レチノール当量† μg/1,000 kcal 416 ± 329 462 ± 361 390 ± 183 375 ± 377 345 ± 127 0.032 a>b,c,d 0.039 

ビタミン B1 mg/1,000 kcal 0.44 ± 0.08 0.47 ± 0.07 0.43 ± 0.07 0.41 ± 0.08 0.43 ± 0.09 <0.001 a>b,c,d 0.009 

ビタミン B2 mg/1,000 kcal 0.78 ± 0.18 0.82 ± 0.17 0.76 ± 0.15 0.74 ± 0.20 0.74 ± 0.16 <0.001 a>b,c,d 0.004 

ビタミン C mg/1,000 kcal 64 ± 26 70 ± 23 61 ± 23 58 ± 25 63 ± 28 <0.001 a>b,c,d 0.010 

食物繊維 g/1,000 kcal 6.1 ± 1.6 6.5 ± 1.5 6.0 ± 1.6 5.8 ± 1.5 5.9 ± 1.6 <0.001 a>b,c,d 0.002 

（女子） n＝531 n＝173 n＝156 n＝142 n＝60

エネルギー kcal 1,824 ± 531 2,021 ± 493 1,838 ± 540 1,666 ± 437 1,674 ± 520 

たんぱく質 E％ 14.9 ± 2.7 15.6 ± 2.6 14.7 ± 2.5 14.7 ± 2.4 15.1 ± 2.9 0.015 a>b,c 0.67 

脂質 E％ 28.4 ± 4.4 28.5 ± 3.6 28.6 ± 4.8 28.4 ± 4.1 29.3 ± 4.2 0.67 

炭水化物 E％ 55.7 ± 6.2 55.0 ± 5.2 55.7 ± 6.4 55.8 ± 5.5 54.7 ± 6.6 0.44 

食塩相当量 g/1,000 kcal 5.9 ± 1.2 6.1 ± 1.1 5.8 ± 1.1 6.0 ± 1.1 5.9 ± 1.1 0.50 

カルシウム mg/1,000 kcal 365 ± 86 384 ± 75 362 ± 85 353 ± 85 366 ± 105 0.008 a>b,c 0.093 

鉄 mg/1,000 kcal 4.0 ± 0.8 4.2 ± 0.9 3.9 ± 0.8 3.9 ± 0.8 3.9 ± 0.7 0.013 a>b,c,d 0.030 

レチノール当量† μg/1,000 kcal 392 ± 178 423 ± 203 390 ± 201 382 ± 152 383 ± 144 0.37 

ビタミン B1 mg/1,000 kcal 0.45 ± 0.08 0.47 ± 0.07 0.45 ± 0.08 0.44 ± 0.07 0.48 ± 0.09 0.002 a>b,c、c<d 0.008 

ビタミン B2 mg/1,000 kcal 0.79 ± 0.16 0.82 ± 0.15 0.80 ± 0.16 0.79 ± 0.16 0.81 ± 0.17 0.21 0.15 

ビタミン C mg/1,000 kcal 72 ± 27 77 ± 27 71 ± 27 70 ± 25 73 ± 28 0.049 a>b,c 0.035 

食物繊維†
g/1,000 kcal 6.4 ± 1.6 6.8 ± 1.6 6.3 ± 1.5 6.2 ± 1.4 6.3 ± 1.8 0.005 a>b,c,d

数値：平均±標準偏差
†統計的検定の際には、対数変換後の数値を用いた。
‡群間差の検定は、「運動の頻度」、「肥満度」を共変量、「母親の就労状況」（就労している＝1、就労していない＝0）を固定因子として投入した共分散
分析を行った。
§多重比較はBonferroni法を用い、「>」の向きは、摂取量の大小を示す。
‖調整平均値を用いた傾向性の検定を行った。
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量, ビタミン B1, ビタミン B2, ビタミン C, 食物繊維で

あった。傾向性の検定においても, 脂質以外は有意差が

みられた。逆に, 炭水化物は a. 主食毎日・料理多群より

もb. 主食毎日・料理少群及び c. 主食のみ毎日群の摂取

量が有意に多かった。

　女子では, a. 主食毎日・料理多群が, b. 主食毎日・料

理少群や, それ以下の群より摂取量が有意に多かったの

は, たんぱく質, カルシウム, 鉄, ビタミン B1, ビタミン

C, 食物繊維であった。そのうち, 鉄, ビタミン B1, ビタ

ミン C では, 傾向性の検定においても有意差がみられた。

IV. 考察

　本研究では, 「朝食を毎日食べる」児童に焦点をあ

て, 朝食の食事内容をパターン化し, 習慣的な食物摂取

状況を比較した。本研究の結果, 男女共に, a. 主食毎日・

料理多群, つまり, 主食を毎日食べ, その他の料理で週 4

回以上食べる料理が 2 品以上ある群が, それ以下の群に

比べて魚介類, 野菜類, たんぱく質, カルシウム, 鉄, ビ

タミン B1, ビタミン C, 食物繊維の摂取量が多いことが

明らかになった。たんぱく質, カルシウム, 鉄, ビタミ

ン類は学校給食においても重視されている栄養素であ

る。本研究の結果では, これらの食品群および栄養素の

摂取量について, a. 主食毎日・料理多群とそれ以下の群

との間で有意差がみられた。さらに, 傾向性の検定の結

果からも, 主食以外のその他の料理・食品が多い児童ほ

ど, 男子では野菜類, 豆類, たんぱく質, カルシウム, 鉄, 

ビタミン類, 食物繊維, 女子では魚介類, 鉄, ビタミ

ン B1, C の摂取量が多いことが示唆された。以上より, 

朝食を毎日食べることだけではなく, 朝食時に主食を毎

日食べ, それ以外に 2 品以上の料理を組み合わせて食べ

ることが児童にとって望ましい食物摂取状況につながる

可能性が示唆された。

　一方, 穀類, 炭水化物は, これらの食品群・栄養素と

は逆の結果を示した。男子では穀類, 炭水化物ともに, a. 

主食毎日・料理多群よりも b. 主食毎日・料理少群及び c. 

主食のみ毎日群で摂取量が多く, 女子では, a. 主食毎日・

料理多群や d. 主食毎日未満群よりも c. 主食のみ毎日群

で穀類摂取量が多いことが確認された。これは, その他

の料理・食品の品数が少ない分を主食で補おうとしてい

ることが考えられる。本研究の a. 主食毎日・料理多群

の炭水化物エネルギー比（％ E）は, 男子は55.4％ E, 女

子は55％ E であった。これは食事摂取基準2015年版 
29）（50

～ 65％ E）や学校給食実施基準24） （50～ 60％ E）の範囲

内であるため, 問題となるほど少ないわけではないと考

える。

　肉類は, 女子では a. 主食毎日・料理多群, b. 主食毎日・

料理少群, c. 主食のみ毎日群よりも d. 主食毎日未満群

で摂取量が多いことが確認された。その他の料理の品数

が少ない群では, たんぱく質の供給源を摂取する際, 豆, 

魚, 卵よりもハムやソーセージといった加工品が含まれ

て, 摂取しやすい肉類を選択していることが考えられ

る。

　食に関する指導で朝食摂食を題材にする際, 本研究の

結果を生かし, 具体的な朝食パターンを料理レベルで示

した授業が実施可能となる。平成28年 2 月に文部科学省

が発行した「たのしい食事つながる食育」では30）
, 低学

年用教材では朝食摂食頻度について, 中学年用教材では

朝食の内容について取り上げられている。また, 「早寝

早起き朝ごはん」全国協議会が発行した, 小学生のため

の早寝早起き朝ごはんガイドには, 朝食摂食の有無だけ

でなく朝食摂食時の食事内容が料理レベルで示されてい

る31）。今後, 学校現場で朝食摂食の授業に取り組む時は, 

「朝食を食べること」だけではなく, 「朝食時に何を食べ

るか」について, 「主食とその他の料理を 2 品そろえる」

という具体的メッセージと料理例を示すことで, 子ども

にとってもわかりやすく, 日常生活の中で取り組みやす

い目安となりうるであろう。

　本研究の限界は, 1 点目として, 朝食の食事パターン

の群分けを, 実際の朝食内容の分析からではなく, 各料

理の摂食頻度を組み合わせて行った点にある。主食以外

の料理の摂食頻度は週の半分以上摂食している事で, 1

品, 2 品と数えているため, 実際に毎日主食に加えて 2 品

以上, あるいは 1 品を組み合わせて食べているかは明ら

かではない。今後は, 食事記録等で実際の朝食の料理の

組み合わせを分析し, 本研究と同様の傾向がみられるか

検討する必要がある。しかし一方で, 児童が自ら回答可

能な質問紙により食事パターンの群分けが可能という点

で, 本研究で用いた方法は, 学校教育現場の食育に応用

可能である。

　 2 点目として, 解析に用いたデータの食事調査法が固

定量式の食物摂取頻度調査法だった点である。特に, 女

子は, 男子よりも群間差が認められない栄養素が多かっ

たが, それは一回に摂取する料理のポーションサイズの

違いが固定量式では摂取量に反映されないことが理由の

一つになっている可能性が考えられる。

　 3 点目は, 研究対象が 2 年間を合わせ 2 つの学年の

データを組み合わせてはいるものの, 一市のデータのみ

である点である。全国規模で実施されている調査11） の結

果では, 朝食を「毎日食べる」と回答した小学 5 , 6 年生

男子は92.0％, 女子は91.6％であることが報告されてい

る。本研究の研究対象者は, 朝食を週 7 回食べている者

は, 男子82.4％, 女子80.7％であった。両調査の尋ね方が

異なるため一概に比較することは難しいが, 本研究の対

象者は, 朝食を毎日食べる者が少ない集団だった可能性

は否定できない。今後は, 他の地域でも本研究と同様の

傾向がみられるか, さらなる検討が必要である。

　以上のような限界はあるものの, 本研究の結果よ

り, 朝食に主食を毎日食べ, それ以外に 2 品以上の料理

を頻度高く食べることは, 男女共に, 食品群では魚介

類, 野菜類, 栄養素ではたんぱく質, カルシウム, 鉄, ビ

タミン B1, C の摂取量が多く, 習慣的な食品群および栄

養素摂取量の確保の面からみて, 望ましい朝食パターン
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であることが示唆された。
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